地域サポート人ネットワーク全国協議会　　はやし高正の感想（報告）
全国協議会は、2012年2月8日午後1時より、宮島町の国民宿舎みやじま杜の宿で開催されました。私は、一昨年の神石高原町の発会にもご一緒した、同僚議員の藤山さんと徳永さんと、今回もご一緒させていただきました。

会場に着くと、神石高原町の顔見知りの職員さんたちが忙しそうにされていました。集落支援員制度と地域おこし協力隊制度の先駆的自治体ですが、事務局を一手に引き受けて頑張ってくださっていることに対し、感謝申し上げます。
　開会挨拶は、神石高原町の牧野雄光町長が行われ、総会が始まりました。総会自体は、滞りなく終わり、記念講演へと移っていきました。講師は木村俊昭さんで、「できない」を「できる！」に変える企画力・表現力と題して講演されたのですが、とてもパワフルな方で、内閣官房　地域活性化伝道師として全国各地を講演して歩かれています。本当はこの講演内容を書けば、「なるほど」となるのでしょうが、彼はヒントは沢山与えて下さいましたが、実行するのはみなさんですよということだったように思います。ですから、書きません。
　事例発表が3つ行われたのですが、1つは神石高原町の集落支援員さんによる、「元気な地域にするために　自分達の地域は自分達で守る」という取り組みの内容をパワーポイントを使ってお話し下さいました。何も出来ないのではなく、何かを起こそうということで、加工施設を作って、配食事業を始められています。これからも息の長い活動として欲しいと聴きながら感じた次第です。

　2つ目は、和歌山県高野村むらづくり支援員さんの事例発表だったのですが、本当にこれ以上ないと思える限界集落で活動している生の発表に、「そこまでするの」と、可愛そうになりました。その内容は、ひょっとして地域のお手伝いかヘルパーじゃないかというものでした。村には、たった5軒しかなく、一番若い人が77歳で、最高齢が92歳で、10人しかいない集落に住み込んでいるというのですから、推して知るべし。総務省の役人さんもちゃんと聞いておられましたが、どう思われたのかコメントが欲しかったですね。

　3つ目は、広島工業大学環境学部地域環境学科の学生さんがゼミでの取り組み事例を発表されました。マツダスタジアム近くの「愛友市場」活性化支援や商店街診断・提案や中山間地域の活性化を分析・考察したものでした。既成概念にとらわれない発想で取り組まれていますので、凄く新鮮に思えました。やはり、よそ者わか者ばか者がまちを変えていくのかなとの思いも強く持ちました。

　そして、午後6時30分より交流会が始まったのですが、私のテーブルには、集落支援員さんやコーディネーターや、総務省の役人やらと、多士済々とはこのことです。皆さん本音で話されますので、交流会が一番の意見交換会であったと思います。

　総務省の方から事業と予算の説明もありましたので、庄原市として取り組める事業もいくつかあったように思います。同じテーブルに、広島県過疎・地域振興課長もいらっしゃいましたので、「今度、県にお邪魔しますよ」と言うと、「どうぞ、お待ちしています」ということになりましたので、広島県のお考えを伺いに行かせていただきます。

　そして、最大の収穫は、高野で昨年12月から頑張っている地域おこし協力隊員の壇上理恵さんと具体的な取り組みについて話し合えたことです。藤山議員も徳永議員も「初の取り組みだけど、応援するから一緒に頑張ろう」となりました。彼女の仕事は、道の駅の開業支援や特産品の開発や販売と、多岐に亘っており、期待の大きさが彼女を押しつぶさないかと、それだけが心配です。結局は、サポーターが適当な距離を置きながら支援することで、協力隊員も地元の一員として自立できていくのではないでしょうか。つまり、係わり過ぎないという、嫁と姑ではありませんが、スープの冷めない距離ということではないないでしょうか。
　やっと庄原市に地域おこし協力隊員が入ってきてくれ、私の地区にも1名が入ることになっていますので、起爆剤として期待しています。藤山議員の口和地区や徳永議員の西城地区にも入ってくる日は近いと思いますが、そのためには、高野や敷信で、しっかりとしたノウハウを蓄積しなければなりません。今回の協議会でも、総務省のやる気は十分に伝わってきましたので、各市町も、「これが最後の砦」の覚悟で取り組む必要があります。中山間地域の農業再生も、農水省予算ではなく総務省予算で解決の道が見えてくるのではと大いに期待しています。暫くは、この事業に全力投球で頑張りたいと思います。

　報告書のつもりで書いていたのですが、興奮してしまって、感想文になってしまいました。協議会の資料が見たいとか、講演内容がもっと知りたいとか、希望があれば、私に声をかけてください。知っていることは全てお伝えしたいと思います。一気に書きましたので、文章的にどうかと思われる個所もあるでしょうが、お許し下さい。
　ありがとうございました。
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